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4)RA 頚椎病変に対 して後頭骨頚椎間固定術

を行った患者の生命予後
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1984年から1993年までの10年間に重症の RA 頚椎

した.性別は男3例女15例,手術時年齢41-72歳 (平均

57歳),このうち13例は垂直性亜脱臼を伴ったムチラン

ス型である.これらの患者の転帰,死亡の場合は死亡臥

年齢.死因を調べた.さらに,Kaplan-Meier法によ

る生存曲線を算出した.結果 :手術によって.1例を除

きE]常生活動作の著 しい改善を得て退院していたが,現

時点で13例が死亡していた.その平均年齢は62.5±9.0

歳であった.生存 5例のうち1例を除き class4で病院

ないし施設の世話になっていた.死[削.=直接関与 Lたと

思われる病態は肺炎を主体とする感染症,消化管‡j川11.

アミロイド症であった.また,頚椎が動かないために緊

急処置が間に合わなかったと思われる症例も散見された.

後頭骨頚椎間固定を受けた患者の5年生存率は61%,10

年生存率は30%であった.解も重症病型に対する手術療

法であi).これが限界かと考えている.現在は.頚椎病

変による寝たきりT)ウマナをなくすために,垂直性亜脱

臼が進行する前に一･一一定の巷準 (頚椎機能写と MRI)杏

持って環軸椎固定術を勧めてお 吟,生存率は明らかな改

善を得ている.[l常診療で慢性関節リウマチ LRA)忠

者を多く見ている先生は,頚椎病変の重要性を再認識し,

手術時期が遅れないように.｢頚部症状がでたら定期的

にリウマチの外科医の診察も受けるように｣と,指導の

程よろしくお願いする次第である.
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Ⅰ. 一 般 演 題

1)乳癌発症後,急速に皮膚硬化が進行 した強

皮症の 1例
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[症例]32歳,女性.平成 8年 9月頃より両側手関節

痛,膝関節痛が出現.平成9年 1日よi:)手指のこわばり.

当院外科受診.右乳癌の診断で.化学療法後に手術施行.

さらに,術後照射療法を行った.その間に皮盾硬化が進

行し,6月6日当科へ紹介された.近位側皮膚硬化を認

めたため.強皮症と診断し.D-ペニシラミン (D-PC1

100mgパ]より治療を開始 した.その衡 D-PC を200

mg/llに増量 したが,皮膚硬化は進行 L ADL の低下

がみられ,さらに水嶋を伴う紅斑が出現 Lたため,12月

8H,当科に入院した.D-PC による類天砲塔 と診断

し.D-PC 中止.手指に皮l削取壊を認めたため,PGE

lの点滴 (80′"ど/日)を行い.現在はブシラミンを使用

中である.

強皮症と乳癌は､発症時期に合併することが争いとい

う報苦があるが.本症でも両者が同時期に発症 L,照射

療法中に皮膚硬化が急速に進行した.

望)膝蘭静脆血栓 症 を合 併 し,肺梗塞 も疑われ

た抗リン脂質抗体症候群の 1例
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症例は,22歳,女性.平成 8年 4札 発熱,嬢形紅軌

蛋白尿,抗柁抗体陽性,BFP.ループスアンチコアグラ

ント (11下 LAC)陽性などから SLE と診断し,プレ

成 9年12月15日,右下腿の埠痛 ･腫脹が出現 したため再


